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掲載画像は全てStephanie Comilang “CHILDREN OF THE KING”（HDビデオ、2011）より抜粋

The Act of Flirting
KAC Artist in Residence Program 2013
Stephanie Comilang 成果発表展

しずつ変化させたりしながら、着地点を探しているようです。

担当者としてインタビューに同席するうち、外国人と日本人で

は、恋愛への意識や、知り合ってから惹かれるようになるまでの過

程がずいぶんと異なることに気づかされました。日本人同士の場

合、外国人が「flirting」と呼ぶ直接的なアプローチの方法をとるこ

とは少なく、言葉でのやり取りや相手の気持ちの探り合いなどを

通して、お互いへの感情をゆっくりと育んでいく、といった過程を

経ることが多いのではないでしょうか。

表題の展覧会『The Act of Flirting』では、今回のプログラム

の成果発表の場として、滞在中に行うさまざまなリサーチなどを

基にして制作した映像作品を展示します。作品中に描かれる、彼

女の目線を通して見た日本人像は、私たちが普段は特に気に留

めることのない、日本と外国の文化、感覚の違いを浮き彫りにす

るものとなることでしょう。

京都芸術センターでは、「KACアーティスト・イン・レジデン

ス・プログラム」として、異なる文化に触れることで新しい

芸術表現を生み出そうとする新進又は若手のアーティストや芸

術分野の研究者等を受け入れ、京都での滞在創作活動の支援

を行っています。本プログラムの公募部門では、舞台芸術分野

と造形分野を隔年で募集し、それぞれのジャンルの中で、ある

いはジャンルを超えて、新しい表現を試み、市民に刺激を与える

意欲的な芸術家を選出しています。造形分野を対象とした2013

年度は、200件を超える応募者の中からカナダ出身の映像作家、

Stephanie Comilangがレジデントとして選ばれました。

彼女はこの1月に来日し、3月末までの3か月間、京都に滞在

して日本における人と人の距離感をテーマに映像作品の制作を

行っています。成果発表展のタイトルは『The Act of Flirting』。

「flirting」という言葉を日本語で正確に訳すのは難しいのです

が、簡単に説明すると「（気になる）相手の気をひく方法」となりま

す。広義には、異性間の話だけではなく、例えば子どもが母親の

気をひくときどうするのか、などもその一種にあたるようです。こ

の「fl irting」にあたる言葉が日本語には存在しない、ということも

含め、日本人の意識、文化のなかでどのように捉えられているの

かを探る試みとなります。

現在は、リサーチの一環として、さまざまな人へのインタビュー

を行っています。リサーチ開始当初のインタビューでは、気になる

異性にどうやってアプローチするのか、あるいはどういうことをきっ

かけに惹かれるのか、などの率直な質問が多く、日本人である私

たちにとっては答え辛いものもありました。こうしたやりとりを通し

て、日本人の感覚を徐々に理解し始めた彼女は、質問の内容を少

このプロジェクトで「flirting」という言葉を初めて知りました。当たり前と言えば
そうなのですが、未だ正確に対訳を付けることのできない言葉があるということ
に驚きます。確かに、英語版のWikipediaには「fl irting」という項目があるのです
が、日本語版には同じ項目が存在しません（2014年2月現在）。言葉から意識する文
化の違い。世界はまだまだ広いんだな、となんとなく安心（？）しました。

藤田瑞穂（アート・コーディネーター）

KAC Artist in Residence Program 2013
Stephanie Comilang 成果発表展

『The Act of Flirting』
会期：3月15日（土）－4月6日（日）10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料

会場：ギャラリー南
※イベント情報（P2）もご覧ください

Stephanie Comilang （ステファニー・コミラン）

映像作家。トロント出身。2006年オンタリオ美術デザイン大学
卒業。過去作品に『CHILDREN OF THE KING』（エルヴィス・

プレスリーに扮する実父とその子どもたちである彼女の兄弟との関係を描く

ドキュメンタリー映像）などがある。2011年よりベルリン在住。
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展覧会ドラフト2015
2015年春、京都で開催される「PARASOPHIA：
京都国際現代芸術祭2015」と同時期に開催す
る公募展の展覧会企画を募集。
応募期間：4月1日（火）－20日（日）〔消印有効〕

審査員：河本信治（PARASOPHIA：京都国際現代
芸術祭2015アーティスティックディレクター）

展覧会開催日程：2015年3月－5月（予定）

審査日程：
　4月下旬 1次審査（書類選考・5月上旬に郵送にて

結果通知）

　6月14日 2次審査（一般公開プレゼンテーション）

支援内容：
・ 制作補助費100万円
・ 広報及び宣伝協力
・ 展覧会準備期間のアトリエ提供など

［関連企画］
キュレーターワークショップ
日時：3月15日（土）10:30－16:00
ファシリテーター：平芳幸浩（京都工芸繊維

大学美術工芸資料館准教授）
会場：ギャラリー北
参加料：1000円
定員： 10名程度（要事前申込／応募者多数の

場合選考有）
申込締切：3月7日（金）〔必着〕

キュレーター講座
第１回
日時：3月29日（土）16:00－18:00
講師： 河本信治
第2回
日時：3月30日（日）16:00－18:00
講師： 神谷幸江（広島市現代美術館学芸担当

課長）

会場：ミーティングルーム2
料金：500円（各回とも）

2014年度 市民寄席 年間席札発売
公演日：5月13日（火）、7月17日（木）、11月11
日（火）、2015年1月21日（水）、3月1日（日）

会場： 講堂
料金： 6,000円（全5回分）限定100枚　
※お一人様2枚まで。完売次第終了

京都芸術センターにて、3月2日（日）10:00より発売
年間を通して前売券をご購入いただくよりも安く
なります

第233回 市民狂言会
日時： 3月7日（金）開場18:30 開演19:00
会場： 京都観世会館（左京区）

演目： 牛
ぎゅう

馬
ば

、法
ほう

師
し

ヶ
が

母
はは

、文
ふみ

山
やま

立
だち

、音
おん

曲
ぎょく

聟
むこ

出演： 茂山七五三、あきら、千三郎ほか
料金： 前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都

店、高島屋京都店、京都観世会館、チ
ケットぴあ（Pコード：433-507）

※団体券2,200円（20人以上）は京都芸術センターに
て販売

※チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、サークルＫサ

ンクス）の専用端末などからご利用いただけます　   WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。

※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）

　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

展覧会

作家ドラフト2014
鎌田友介『D Construction Atlas』／
高橋耕平『史

し

と詩
し

と私
し

と』
会期： 2月8日（土）－3月9日（日）

 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー北・南
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『The Act of Flirting』
会期： 3月15日（土）－4月6日（日）

 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー南
※Topic01（P1）もご覧ください

『landscape － 京都の風景』展
京都文化芸術オフィシャルサイト「Kyoto Art Box」に毎
月掲載している京都の風景を描いた作品を展示する。
会期： 3月16日（日）－23日（日）

 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー北

伝統

第319回 市民寄席
日時： 3月2日（日）開場13:30 開演14:00
会場： 講堂
出演： 桂雀太 「商売根問」
 月亭遊方 「飯店エキサイティング」
 桂楽珍 「蒟蒻問答」
 笑福亭呂鶴 「天神山」（出演順）

料金： 前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都店、高

島屋京都店、チケットぴあ（Pコード：434-164）

KAC Performing Arts Program 2013 /
Traditional Performance
五感で感じる和の文化事業

「伝統芸能みくらべ公演」
Program A  能とコンテンポラリーダンスをみくらべる
日時： 3月20日（木）開場18:30 開演19:00

Program B  寄席と色物をみくらべる
日時： 3月21日（金・祝）開場14:30 開演15:00

Program C  舞と踊りをみくらべる
日時： 3月23日（日）開場14:30 開演15:00

会場：講堂
料金（各回とも）：

一般前売2,000円／学生前売1,500円
当日2,500円（一律）、3公演通し券5,000円

チケット取扱：京都芸術センター、チケットぴあ（P
コード：433-884）
※学生前売券、3公演通し券は京都芸術センターのみ取扱

※Topic02（P4）もご覧ください

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第9回「伝統芸能みくらべ公演アフタートーク」
3月は、「伝統芸能みくらべ公演」を観賞した後に、
観た舞台について感想を語り合うことで、芸への
理解を深めてみませんか。
日時： 3月23日（日）17:30－18:30
会場： フリースペース
講師： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金： 無料

明倫茶会

｢三月の茶会｣
日時： 3月1日（土）
 11:00／12:00／14:00／15:00／16:00
会場： 大広間
席主： 木藤純子（美術家）

内容： 抹茶
※申込は締切りました

［関連企画］ 「三月一日の作品展示」
木藤純子による一日限りの作品展示を行います。
日時： 3月1日（土） ［昼の部］ 10:00－18:00

［夜の部］ 18:30－20:00
  ※入場無料・事前申込不要
会場： フリースペース

音楽

KAC Performing Arts Program 2013 / Music
「現代に音楽を語る」
音楽の歴史を研究者の目線でわかりやすく解説。
日時： 3月7日（金）19:00－21:00
会場： ミーティングルーム2
講師：岡田暁生（京都大学人文科学研究所准教授）

料金： 無料

KAC Performing Arts Program 2013 / Music
『Emerge』
日時： 3月12日（水）開場18:30  開演19:00
会場： 講堂
出演： Duo bel Sogno〔中村公俊、中村仁美（ヴァイオ

リンデュオ）〕

作曲： 増田真結
トークゲスト：山口茜（演出家）

料金： 前売2,000円／当日2,500円 
 学生1,500円（前売・当日共）

チケット取扱：京都芸術センター、チケットぴあ（P
コード：222-489）

※Topic03（P4）もご覧ください

ダンス

KAC Performing Arts Program 2013 / 
Contemporary Dance
ダンサーが語る 第6回（特別編）
ゲスト：石井潤・寺田みさこ・中村美佳
日時： 3月31日（月）19:00－21:00
会場： 講堂
料金： 500円
定員： 100名

演劇

KAC Performing Arts Program 2013
/ Contemporary Theater Program
演劇計画Ⅱ －戯曲創作－「Read in Progress」
2015年の新作上演へ向けて、戯曲を創作するプロ
グラム。執筆途中の戯曲の一部をドラマリーディン
グ形式で発表。ゲストによるトークもあり。

Vol.2 柳沼昭徳
日時： 3月22日（土）15:00－17:00　
会場： フリースペース
出演： 桑折現、阪本麻紀ほか
ゲスト： 正木喜勝（大阪大学大学院文学研究科招聘研究員）、

森山直人（演劇批評家／京都造形芸術大学舞台芸術
学科教授）、富永茂樹（京都芸術センター館長）ほか

料金： 無料（先着順／要事前申込）

定員： 80名

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料）

京都フィロムジカ管弦楽団
「アンサンブルコンサート」
いつもは大人数で演奏しているオーケストラです
が、よりお客様に身近に楽しんでいただけるよう、
アンサンブルコンサートを開催します。
日時： 3月2日（日）13:00－14:00
会場： 制作室12
定員： 20名

高橋耕平 「ガッコウにまつわるエトセトラ／
私的なことの交換と再演について」
このワークショップは、小学校時代の私的な記憶、
エピソードを言葉と身体を使って交換、再演するも
のです。ペアになって並び、片方が喋る言葉を（身振
りを）、もう片方が復唱（再演）します。喋る内容は小学
校時代の印象的なエピソードで、それを交互に行い
ます。パフォーマンスの成果はワークショップ参加
者の前で発表するとともに映像に記録します。
日時： 3月2日（日）13:00－16:00
会場： ミーティングルーム2
定員： 8名
※小学校時代に自分の身に起こった印象的なエピソード

を幾つか思い出しておいてください

Dance Fanfare Kyoto 「ダンスをさがす会」
Dance Fanfare Kyoto発起人、KIKIKIKIKIKI振
付家のきたまりナビゲートの下で、さまざまなアプ
ローチの中に発見する、ダンスになりそうなカラダ
を一緒にさがしましょう。
日時： 3月5日（水）19:30－21:30
会場： 制作室3
定員： 10名
※動きやすい服装でご参加ください

MuDA 「MuDA スーパートレーニング入門」
MuDA独自の基礎メソッドトレーニングの体験。今
回はMuDA United（仮）フットサルチームから生ま
れた新たな技法も紹介します。
日時： 3月13日（木）18:30－21:30
会場： フリースペース
定員： 20名
※動きやすい服装でご参加ください

セレノグラフィカ
「ネオ・フォークダンススペシャル！」
身体をほぐして活性化し、オリジナルの動きもあみ
出してセレノグラフィカのネオ・フォークダンスを踊

りましょう。今年度の新作も含めた3種類すべてに
チャレンジします！
日時： 3月15日（土） ［前編］14:00－15:30
  ［後編］16:00－17:30
会場： フリースペース
定員： 各回16名
※動きやすい服装でご参加ください（ジーンズ不可）

劇団しようよ 「劇団しようよの公開稽古〈稽古
を見ながら歌ったりしようよ！〉」
劇団しようよ『パフ』の公開稽古。劇場入り間近、創作も
佳境で煮詰まりを見せる（予定）の稽古場に潜入しません
か？参加型公開稽古で、稽古場にもあなた自身にも新た
な刺激が。またしても、あなたが入って作品が変わる！
日時： 3月15日（土）19:00－21:30
会場： 制作室3
定員： 5名
※動きやすい服装でご参加ください

新世界ゴールデンファイナンス 「変身」
お家に眠っている服、人前ではちょっと着にくい服
はありませんか？ 顔を白塗りして「これはパフォーマ
ンスだから」って口実をつけてそれを着てみましょう。
２日目にはプチパフォーマンスを行います。非日常
をまとう事で新しい発見があるかも知れません。
日時： 3月25日（火）、27日（木）

 19:00－21:00（両日共）

会場： 制作室12
定員： 6名 ※2日間ともご参加ください

対象： とっておきの服をお持ちの方
持ち物：衣装となる服（25日にお持ちください）、タオ

ル（白粉、メイク落とし等はこちらで用意します）
※動きやすい服装でご参加ください

Monochrome Circus 「ふれることから」
自分に触れる、他者に触れる、物に触れる、床に
触れる、空気に触れる。常に身体は何かに触れて
います。全身の触覚を目覚めさせ意識化して、触
れることから起こる動き、感覚を楽しんでみましょ
う。コンタクト・インプロとっかかり編。
日時： 3月29日（土）13:00－15:00
会場： 制作室7
定員： 20名
※動きやすい服装でご参加ください

発表支援事業（共催事業）

双子の未亡人 『G-g(s)』
“記憶”をモチーフとした作品群の最新作。
日時： 3月7日（金）19:30
 8日（土）19:30
 9日（日）14:00
会場： 講堂
料金： 前売2,500円／当日3,000円
主催・問合せ：双子の未亡人
　TEL：090-5045-9137
　E-mail：twin.widows0000@gmail.com

京都こども能楽囃子教室
日時： 3月9日（日） 18:00－19:00（小鼓・大鼓教室）

  19:00－20:00（笛・太鼓教室）

会場： ミーティングルーム2、和室「明倫」
対象： 小学１年生〜中学3年生
料金： 1,000円
申込方法：開催日の前日までに主催者まで申込

［発表会］
子どもたちが今までの練習の成果を披露します。
日時： 3月16日（日）10:40－11:30
  ※入場無料・申込不要
会場： 講堂

主催：一般社団法人京都能楽囃子方同明会
　E-mail：kyoshitsu@noh-doumeikai.com

京鹿の子絞実演・体験
［実演］
日時： 3月13日（木）－23日（日）13:00－18:00
会場： インフォメーション
料金： 無料

［体験］
日時： 3月14日（金）－16日（日）

 21日（金・祝）－23日（日）

 13:00－16:00
会場： ワークショップルーム1
料金： 300円
定員： 各日8名（先着順）

主催・問合せ： 京鹿の子絞振興協同組合
　TEL：075-255-0469

紬の会
今回は特別編として、素謡に他の分野をアレンジ
した“彩謡”を実演します。
日時： 3月14日（金）19:00－21:00
会場： 大広間
出演： 片山伸吾、浦田保親（能楽観世流シテ方）、藤

舎貴生（横笛奏者）、旭堂南湖（講談師）ほか
演目： 彩謡『自然居士』
料金： 3,500円
主催： 花習塾・紬の会事務局
　E-mail：tsumugi@kashu-juku.com

第2回 飯森載親と森悠子のオーケストラ・室内
楽 特別セミナー―指揮者からのアドバイス―
日時： 3月15日（土）－19日（水）

会場： 講堂ほか
聴講料：各日2,000円
※受講は事前希望者対象
主催・申込・問合せ：長岡京室内アンサンブル事務局
　TEL／FAX：075-351-5004
　E-mail：offi ce@musiccem.org

大人と子どもの日本舞踊体験教室 発表会
この１年間、童謡、唱歌、小唄などみんな知ってい
る曲でお稽古してきました。体験教室の卒業生も
加えた発表会です。師匠の踊りもご覧ください。 
日時： 3月16日（日）14:00－16:30
 ※入場無料・申込不要
会場： 大広間

指導： 三代目 藤蔭静樹
主催・問合せ：京のたぬき囃子実行委員会
　TEL：075-221-4258　
後援：京都市教育委員会

予言と矛盾のアクロバット
Ideas on the move #3
過去を再現、参照、検証しながら、未来に接続して
いくアイデアの源泉を探ることを目指しています。
第3回目では「模型仮想授業」を行います。
日時： 3月23日（日）16:00－18:00
会場： ミーティングルーム2
料金： 無料（予約不要） 

主催・問合せ：田中和人、菅かおる
　E-mail：kazuletter@hotmail.com（田中）

「踊りに行くぜ！！」Ⅱ（セカンド） vol.4  京都公演
～JCDNダンス作品クリエイション＆全国巡回
プロジェクト～
日時： 3月28日（金）開場18:30 開演19:00
 29日（土）開場14:30 開演15:00
会場： 講堂
上演作品：『ヤマナイ、ミミナリ』（作・演出・構成：森田淑子）、

『渚の風〈聞こえる編〉』（演出・構成・振付： 黒沢美香）、
『ZERO ONE』（監修・演出・振付：余越保子）

料金： 一般前売3,000円／学生前売2,000円
 ペア前売5,000円、当日3,500円（一律）

主催・問合せ：JCDN事務局
　TEL：075-361-4685 
　E-mail：jcdnjp@ybb.ne.jp

制作支援事業

平成25年度公共ホール現代ダンス活性化
支援事業 in 舞鶴
セレノグラフィカダンス公演 

『開けてみようよ！ ダンスの玉手箱2』
日曜日の昼下がり、仲良しの人とダンスをみるっ
て、とびきりおいしいランチぐらいぜいたくです。
さあ、誰を誘いますか？
日時： 3月2日（日）開場14:30 開演15:00 
会場： 舞鶴市総合文化会館小ホール（舞鶴市）　　

料金： 一般1,000円
 高校生以下500円 ※3歳未満無料
 （前売・当日共）

問合せ：舞鶴市総合文化会館
　TEL：0773-64-0880
※ダンスワークショップも同時開催

黒子沙菜恵・サカイヒロト（WIʼRE）・石上和也
『ひとがた#3』
色 な々事が刻 と々変わって行く日々の中で
私と人形とあなたはこの日この場所に居ることを
選ぶ―人形とダンサーの存在する空間へご都合
の良い時間にお越しください。出入り自由です。
日時：3月23日（日）13:00－18:00
  ※19:30よりクロージングライブあり
会場： SMOKE ME 2F（森川タバコ森川ビル二階／中京区）

料金： 1,000円（前売・当日共／１ドリンク付）

問合せ：ひとがた企画
　TEL：090-9546-5726　　　　　
　E-mail：sanaekuro512@yahoo.co.jp　
　WEB：http://blogs.yahoo.co.jp/sanaekuro512

　www.facebook.com/hitogata2014

劇団しようよ 『パフ』
劇団しようよが2013年度の総決算として贈る最後
の幻想。渾身の「卒業式」公演。
日時：3月26日（水）－30日（日）
  ※詳細は劇団ウェブサイトをご覧ください
会場：人間座スタジオ（左京区）

料金：一般前売1,800円／当日2,000円
 学生前売1,500円／当日1,800円
問合せ：劇団しようよ（制作部）

　TEL：090-1298-7273
　E-mail：gkd_444@yahoo.co.jp
　WEB：http://www.gkd-444.com

『a dialogue with gravity －重力との対話－』
西部講堂37年ぶりの舞踏家・麿赤兒渾身のソロパ
フォーマンスと、MuDAや他アーティストによるパ
フォーマンスセッション。そして、画家の木村英輝
と麿赤兒によるシンポジウム、並びに様々な分野
の有識者による対談、講演を行う。
日時： 4月5日（土）18:00－22:00 ※開場17:00

会場： 京大西部講堂（京都大学西部構内、075-751-9373）

料金： 前売3,000円／当日3,500円
チケット取扱：チケットぴあ、ローソン、e+（イープラス）

問合せ：tadokoro.daisuke.24z@st.kyoto-u.ac.jp

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業

第30期 制作室使用者募集
芸術家（団体）の活発な創作活動を支援するた
め、造形および舞台芸術作品の制作を行う「制
作室」（全12室）を提供します。
使用期間：2014年10月1日（水）－2015年9月30日（水）

応募期間：3月1日（土）－31日（月）〔必着〕

使用料：無料
条件：
・ 1申請につき使用期間は最大3ヶ月
・ 新しい芸術表現を試み、継続的な活動を展

開していること
・ 制作した作品を京都芸術センター以外の場

で発表する具体的な計画があること
・ 市民との交流に対して意欲的であること
※その他詳細は募集要項をご覧ください

トラディショナル・シアター・トレーニング
2014（T.T.T.） 受講生募集
トラディショナル・シアター・トレーニング

（T.T.T.）は、舞台芸術に携わる人を対象とした3
週間の伝統芸能トレーニングです。
期間： 7月18日（金）－8月8日（金）

応募条件：演劇・ダンスなど、舞台芸術に関わ
る表現活動を行っている方（研究活動も可）

で、オリエンテーションから発表会まで
の概ねすべてのスケジュールに参加でき
る方。伝統芸能を積極的に学ぶ意欲の
ある方。国籍・年齢・性別は問いません。

定員： 24名（能・狂言・日本舞踊各コース8名程度） 

受講料：一般70,000円／学生・アーティスト（※
審査あり）50,000円
※リピーター割引（過去にT.T.T.を受講いただい

た方）

  　一般50,000円／学生・アーティスト40,000円
※4月15日（火）までの申込については，早期

割引として受講料を5,000円値引
締切： 6月30日（月）〔必着〕

募集要項および応募用紙は、同センターにて配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。応募方法：
応募用紙に必要事項を記入の上、必要書類とともに京都芸術センターまで送付または持参（持参の場

合は締切日の20時まで）
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バーチャルアイドルの初音ミクを全面起用しての壮大

なボーカロイド・オペラ『THE END』が大きな話題を集め、

昨年末にはフランスの名門オペラ・ハウスとして知られる

シャトレ座での公演も成功に収めた渋谷慶一郎。気鋭の

電子音楽家としてキャリアをスタートさせながら、09年に

初のピアノ・ソロ作品を発表して以降は、数々の映画のサ

ントラや相対性理論とのコラボ・シングルもリリースする

など。エレクトロニカ〜現代音楽〜ポップスの境界線を自

由に横断する活動で、ジャンルを超えた支持と注目を集

め続けている。関西ではなかなか観ることのできる機会も

少ない今回のピアノ・ソロ公演は、会場としてクラシカル

なコンサート・ホールではなく、ジャズなどの音が映えるビ

ルボード・ライブ大阪を選んだ点もまた異色。グランド・ピ

アノとPC、その周りに小型のスピーカーが外へ向けて並

べられたステージ・セットからして、場内はいつもと少し違

う雰囲気に包まれていた。

“Playing THE END”と公演タイトルに銘打ってはいた

が、前半はTVドラマから映画化された『SPEC』のメイン・

テーマや、俳優・伊勢谷友介が監督を務めた映画『セイジ 

陸の魚』のサントラとして作曲した「Sacrifice」、日本を代

表する現代美術家に密着したドキュメンタリー映画『はじ

まりの記憶　杉本博司』のサントラからの「Memories of 

Origin」など。映画音楽家としての渋谷の代表曲と呼べる

ナンバーを次 と々演奏した。公演後の本人のツイッターで

の“つぶやき”によれば、この日の2ndステージの曲順はそ

の場ですべてアドリブで決めていったようで、3曲目では

MCで「やっぱりジャズが合う会場ですよね。そんなことも

あるかと譜面を用意してきたのがあるので。初めて演奏し

Gallery PARCで開催された高橋耕平の個展は、会場に白い板が1枚立ってい

るだけのシンプルなものであった。片面には、京都の美術界隈では有名なアー

ト・ウォッチャーである原田さんの半生を綴った年表が掲示され、もう片面には彼

を取材した映像作品が投影されている。本作は原田さんについてのドキュメンタ

リーであるとさしあたり言えるだろう。「さしあたり」というのも、本作は原田さん

という人物について深く掘り下げるわけでも、彼を通じて何らかの社会問題に寄

与しようとするわけでもないからである。かといって、本作が散漫なドキュメンタ

ます」と、ジャズ・ピアニストのビル・エヴァンスによる名演

で知られるスタンダード「My Foolish Heart」も披露。しか

も、エヴァンスの名盤『ワルツ・フォー・デビィ』での演奏を

タッチまで忠実に採譜したかのようなプレイは、同曲への

音の質感まで含めた並々ならない愛着を感じさせるもの

があった。そんなこの会場ならではのサプライズも挟みつ

つ、『THE END』のボーカロイドを起用した楽曲が、実は

渋谷の過去曲のエッセンスをメロディなどの端々に含んだ

ものであったことなどにも改めて気付かされた。

そして、終盤にはいよいよ『THE END』の楽曲を、PCか

らのダンサブルな電子音トラックとピアノで再演。ダブ・

ステップ的なビートやEDM的なシンセといった最新のク

ラブ・ミュージックの要素を原曲よりも浮き立たせたトラッ

クに乗せて、ピアノで演奏されることで『THE END』の楽

曲がとても明快かつ高揚感のあるメロディを持っているこ

と、近年のダンス・ミュージックとの親和性が高い音であ

ることを示していた。アンコールでは、再びピアノのみの

世界に戻って、大学を出た頃に作曲した「end」という最初

期の曲を披露。続いては、客席にリクエスト曲を募った後

にそれに応えて譜面を取り出して「our music」、ラストに

は彼の叙情的なピアノの才を広く知らしめる契機となった

「for maria」を。渋谷の音楽の核にあるピアノの多彩さ

を、張り詰め過ぎずにいい意味でカジュアルな雰囲気の

中で堪能できた。

リーにすぎないかといえば決してそうではない。

本作の冒頭において、高橋は原田さんに介入することなく固定カメラでその

姿を淡 と々捉えている。しかし、作品が進むにつれて高橋は積極的にカメラを

動かし、それとともに、インタビューというよりは雑談めいた会話を原田さんと交

わすようになる。つまり、作品が終盤へと向かうにつれて観賞者は、原田さんの

みならず、撮影者であるはずの高橋の存在をも強く意識するようになるのであ

る。ラスト・シーンにおいて原田さんは、数軒のギャラリーを見てまわったのちに

Gallery PARCに足を運ぶ。そして、私たち観賞者にとって見覚えのある白い板、

私たちが今まさに観賞中の映像が投影されている白い板の前に腰を下ろすので

ある。ここにおいて、当初は高橋に〈見られる客体〉であったはずの原田さんは、

高橋（の作品）を〈見る主体〉へとその立場を移行させるのである。

ここで、今年のはじめに再放送されて話題を呼んだ大島渚の『忘れられた皇

軍』（1963年）を参照してみよう＊1。本作は、日本軍属として戦傷を負ったものの、

戦後に韓国籍を取得したがゆえに補償を受けられない在日韓国人である傷痍軍

人達の戦後を負ったドキュメンタリーである。ラスト・シーンにおいてカメラは両

眼を失った在日韓国人が流す涙ににじりより、ナレーションが強い口調で「日本

人よ、これで良いのか」と問いかける。見ることを奪われた在日韓国人を撮影す

る＝〈見る〉ことで、映像を見る日本人に「不正」を告発するのである。本作におい

て〈見る／見られる〉の関係は厳密に区分され両者は決して交わることはない。

《HARADA-san》が取り組んでいるのは、こうした多くのドキュメンタリーが構

築してしまう、固定的な〈見る／見られる〉という主客関係への挑戦である。熱心

なアート・ウォッチャーである原田さんは本作において〈見る／見られる〉というド

キュメンタリーにおける眼差しの秩序を掻き乱すトリックスターなのであり、本作

はそのドキュメンタリーなのである。本作の結末において、白い板の前に座った

原田さんの映像はホワイト・アウトし、観賞者の前にまさにその白い板が顕現す

る。その時、原田さんは、観賞者という私たちと等価な存在、すなわち、鑑賞者と

して作品を〈見る主体〉としてこの世界に移行し、私たち観賞者の傍らに居たのか

もしれない。

よしもと ひですみ／音楽ライター●2/14に発売された『Jazz：New 
Chapter〜ロバート・グラスパーから広がる現代ジャズの地平』（シンコー・

ミュージックMOOK）に、世界のジャズの最新動向について寄稿しています。

はやしだ あらた／大学非常勤講師
●本号が出る頃には、今回取り上
げた高橋耕平の展覧会が京都芸術
センターで開催されています。彼が
次にどういう作品を作るのかが非
常に楽しみです。

意外な選曲も飛び出した
貴重なピアノ・ソロ公演

ポスト・ドキュメンタリーの挑戦

音楽

美術

渋谷慶一郎 Playing THE END 大阪公演
1月26日（日）

Billboard Live Osaka （2nd stage）

高橋耕平個展 『HARADA-san』
2013年12月6日（金）－27日（金）

Gallery PARC（京都市）

吉本秀純

林田新

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　3 / 1 ▲ 3 / 31

図書室休室日：3月31日（月）

かつて「クラシック・ルネサンス」という企画があった。日本

の近代劇を現代の若手演出家が上演するというもので、普

段は本でしか読めない作品が30本以上大阪市の芸術創造

館で上演された（2000〜2006年）。事前の研究会や上演後の

講評会も含めて観客・作り手双方に有意義だったのに、どう

いう訳か打ち切られた。その後、遊劇体の泉鏡花シリーズ、

桃園会の岸田國士集および三好十郎『浮標』、最近では劇団

大阪の真船豊『鼬』など、質の高い作品も生まれているが、そ

れでも近代劇が関西で上演される機会はすっかり減ってし

まった。新作至上主義は拭いがたく、発掘、再検討、新解釈、

現代の相対化といった歴史学的関心は再び下火になった。

その中で日本演出者協会による近代戯曲研修セミナーは、

リーディング公演ながら一縷の望みだ。今回は極東退屈道

場の林慎一郎が、戦前戦後新劇界の代表的存在だった村

山知義の『スカートをはいたネロ』（1927）を取りあげた（もう一作

は鶴屋南北の『桜姫東文章』で、笠井友仁が「近代」を拡張して取りあげ

た）。“スカートをはいたネロ”とはエカチェリーナ2世のことで、

同作は専制君主の横暴を暴く諷刺劇である。マゾッホの短

編数種を下敷きとし、過酷な戦闘に苦しむ下級兵士と、彼ら

の命を弄ぶエカチェリーナの性的自堕落が対照的に描かれ

ている。この戯曲を上演するにあたって注目すべき点は次の

二つに集約されよう。すなわち諷刺が成立するかという点と、

マゾッホ的倒錯をどう表現するかという点である。

一つ目は、諷刺の目的が現実の対象を笑いによって攻撃

することであるとすれば、エカチェリーナという人物に仮託さ

れた現実の何者かを、現代の観客が想定できるか、というこ

とである。林の演出はリーディングにダンス、映像、人形劇を

交えたものだったが、適度に誇張された台詞回し（生田朗子）と

それらが相俟って、エカチェリーナの人物造形を笑えるもの

にしていた。だが、登場人物を笑うことはできても、現実の誰

かを実感を伴って想起することは難しかった。原因は戯曲の

限界、観客の想像力の欠如、演出方針のズレ、いずれもあっ

たように思う。

二つ目は、エロティシズムの可能性である。エカチェリーナ

は直訴にやってきた若い兵を奴隷のように弄び、最後には笑

いながら彼を処刑する。専制君主の残虐性を表すための筋

だが、一方でサドマゾ的関係の極致的表現ともいえ、描く比

重によって戯曲の後味を大きく変える。林の演出はそこに重

きを置いたようには見えなかったが、それでもビデオカメラに

よって切り出されるダンサー（原和代）の身体やその印象的な

目によって、簡素な舞台の上にもエロティシズムの萌芽を見

出すことができたといえる。

試演会としてはまずまずの成功だが、諷刺の問題など課

題も残ったであろう。課題があるならその解決を見たい。や

はりリーディングで終わるのではなく、演劇として上演するこ

とをセミナーには目指してほしい。 （1月26日観劇）

まさき よしかつ／大阪大学招聘研究員●文芸誌に毎号掲載され、戯曲
集も多数刊行された近代劇ですらほとんど上演されないのだから、今私
たちが見ている演劇は数十年後にはすっかり忘却されているのではない
でしょうか。これを止めるにはどうしたらいいのでしょう…。

近代戯曲上演偶感

演劇

文化庁／日本演出者協会
日本の近代戯曲研修セミナーin大阪

『スカートをはいたネロ』
1月25日（土）－26日（日）

劇団未来ワークスタジオ（大阪市）

正木喜勝
写真：渡邉一生

撮影：表恒匡

＊1 本作は、1963年に日本テレビの「ノンフィクション劇場」で放送されたドキュメンタリーである。
2013年1月12日深夜に、50年ぶりに全編再放送された。

作家ドラフト2014 鎌田友介『D Construction Atlas』／高橋耕平『史
し

と詩
し

と私
し

と』（2/8－3/9） KAC Artist in Residence Program 2013  Stephanie Comilang 成果発表展 『The Act of Flirting』（3/15－4/6）

『landscape － 京都の風景』展（3/16－23）
第319回 市民寄席

『Emerge』「現代に音楽を語る」

展覧会ドラフト2015 ［関連企画］
キュレーターワークショップ

月イチ☆古典芸能シリーズ 第9回
「伝統芸能みくらべ公演アフタートーク」

「伝統芸能みくらべ公演」
Program A  能とコンテンポラリーダンスをみくらべる

ダンサーが語る 第6回（特別編）
石井潤・寺田みさこ・中村美佳

［明倫WS］ Monochrome Circus 「ふれることから」

明倫茶会 ｢三月の茶会｣

明倫茶会 ｢三月の茶会｣
［関連企画］ 「三月一日の作品展示」

［明倫WS］ 京都フィロムジカ管弦楽団
「アンサンブルコンサート」 ［明倫WS］ MuDA 「MuDA スーパートレーニング入門」

［明倫WS］ セレノグラフィカ 「ネオ・フォークダンススペシャル！」

［明倫WS］ 劇団しようよ 「劇団しようよの公開稽古
〈稽古を見ながら歌ったりしようよ！〉」

［明倫WS］ 
新世界ゴールデンファイナンス 「変身」

［明倫WS］ 
新世界ゴールデンファイナンス 「変身」

［明倫WS］ Dance Fanfare Kyoto 「ダンスをさがす会」

［共催］ 京都こども能楽囃子教室［明倫WS］ 高橋耕平 「ガッコウにまつわるエトセトラ／
私的なことの交換と再演について」

［共催］ 紬の会 ［共催］ 大人と子どもの
日本舞踊体験教室 発表会

［共催］ 京都こども能楽囃子教室［発表会］ ［共催］ 予言と矛盾のアクロバット
Ideas on the move #3

［共催］ 京鹿の子絞実演・体験［実演］

［共催］ 京鹿の子絞実演・体験［体験］

［共催］ 第2回 飯森載親と森悠子のオーケストラ・室内楽 特別セミナー—指揮者からのアドバイス—

［共催］ 京鹿の子絞実演・体験［体験］

［共催］ 「踊りに行くぜ！！」Ⅱ（セカンド） vol.4  京都公演
〜JCDNダンス作品クリエイション＆全国巡回プロジェクト〜

「伝統芸能みくらべ公演」
Program B  寄席と色物をみくらべる

「伝統芸能みくらべ公演」
Program C  舞と踊りをみくらべる

演劇計画Ⅱ －戯曲創作－「Read in Progress」  Vol.2 柳沼昭徳

［共催］ 双子の未亡人 『G-g(s)』
展覧会ドラフト2015 ［関連企画］ キュレーター講座

sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

monsun
3130
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KAC Performing Arts Program 2013 / Traditional Performance
五感で感じる和の文化事業 「伝統芸能みくらべ公演」

寄席と色物をみくらべる／舞と踊りをみくらべる

「五感で感じる和の文化事業」では、「国立京都伝統芸能文化セン

ター（仮称）」の実現を目指し、そのソフト事業を先行して試行し

ています。この事業の一環として、伝統芸能をいつもとは違った角度か

ら見つめなおす企画「伝統芸能みくらべ」公演を開催します。前号で紹

介した「能とコンテンポラリーダンスをみくらべる」に引き続き、本号では

「寄席と色物」「舞と踊り」を「みくらべ」る、2つの公演を紹介します。

Program B「寄席と色物をみくらべる」は、寄席における「色物」をテー

マにします。色物とは、落語や講談以外の演目を指しますが、今回取り

上げるのは、女性芸人が行う演芸「女道楽」です。「都
ど

々
ど

逸
いつ

」や「端
は

唄
うた

」な

どの様々な唄、踊りや軽妙な話術をもって披露するものです。この女道

楽は、大正時代に人気を博し、その後衰退し漫才や漫談に形を変えてい

きました。今回は、この女道楽を復活させた内海英華と、日本で第一号

の女流噺家である露の都の演芸をみくらべます。また、大正時代に盛ん

であった落語・演芸の役割について実演を交えながら解説します。

Program C「舞と踊りをみくらべる」では、「舞」と「踊り」を取り上げま

す。現在用いられている「舞踊」という言葉は、明治になって出来たもの

で、神楽から始まり能によって完成した舞と、型や動きを中心とした踊り

は、それぞれ異なる意味を持っています。今回は山村流の山村若と、若

柳流の若柳吉蔵を招き、舞踊の名作である道成寺物の違いに迫ります。

2人の舞台を通して、地唄や能の動きを取り入れて上方の座敷舞として

発展してきた山村流と、手振りが多いのが特徴的な若柳流という、それ

ぞれの流派を知るとともに、舞と踊りの本質を探る機会となるでしょう。

いつもとは違った角度から伝統芸能に触れ、学び、楽しむ3日間。23日の公演後には、
「伝統芸能みくらべ公演アフタートーク」で感想を語り合うことも出来ます。ぜひお
見逃しなく！ 岩村空太郎（アート・コーディネーター）

増田真結 （ますだ・まゆ）

京都市立芸術大学卒業（音楽学部賞、京都音楽協会賞）、
及び同大学院音楽研究科修士課程修了（大学院賞）。
ドイツ・ブレーメン芸術大学へ交換留学。現在、同
大学大学院音楽研究科博士（後期）課程に在学中。
第10回東京国際室内楽コンクール第3位入賞、第23
回現音作曲新人賞受賞、第15回及び第18回奏楽堂
日本歌曲コンクール作曲部門一般の部第2位入賞、
第78回日本音楽コンクール作曲部門入選。ドイツ
Syke市における、音を使ったインスタレーションの
展覧会〈Klanginstallation〉に作品を招待出品。神
戸女学院大学、京都市立芸術大学非常勤講師。

KAC Performing Art Program 2013 / Traditional Performance
五感で感じる和の文化事業 「伝統芸能みくらべ公演」

Program A　「能とコンテンポラリーダンスをみくらべる」
日時：	3月20日（木）開場18:30  開演19:00
会場：	講堂
演目：	舞囃子「松風」ほか
出演：	河村晴道、味方團、田茂井廣道、深野貴彦、
　　　竹市学、吉阪一郎、河村大
ゲスト：伊藤キム、寺田みさこ
司会：	志賀玲子（舞台芸術プロデューサー）

Program B　「寄席と色物をみくらべる」
日時：	3月21日（金・祝）開場14:30  開演15:00
会場：	講堂
出演：	露の都（落語家）、内海英華（寄席囃子三味線／女道楽師）

司会：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

Program C　「舞と踊りをみくらべる」
日時：	3月23日（日）開場14:30  開演15:00
会場：	講堂
演目：「座敷舞道成寺」より『山尽くし』、「奴道成寺」より『山尽くし』ほか
出演：	山村若（山村流六世宗家）、若柳吉蔵（若柳流五世家元）

司会：	小林昌廣

※イベント情報（P2）もご覧ください
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KAC Performing Arts Program 2013 / Music

Emerge

小学校の面影を残す空間で繰り広げられる音楽には、どこか親しみ
やすく、従来のコンサートとは異なった魅力を感じることができま

す。奏者と聴衆が同じ空間を共有し、より近い距離にお互いを感じるコン
サートを一度体験してみませんか。

KAC Performing Arts Program 2013 / Musicの2回目となる公演
は、中村公俊と中村仁美の兄妹による若手ヴァイオリンデュオ、D

デュオ

uo b
ベル

el 
S

ソーニョ

ognoによる公演を行います。中村公俊が増田真結に委嘱した2曲「フル
コト」と「オクシモロン」を中心に、今回が初演となる新曲もお届けする予
定です。
「フルコト」は、2010年に初演し、今回で3回目の実演となります。日本

と西欧古来の音階を用いて構成され、2名のヴァイオリニストが客席を移
動しながら空間全体をつかって演奏します。移動しながら演奏すること
で、普段、正面から聞いている音とは聴こえ方が異なることが特徴です。

2013年に作曲した「オクシモロン」は、1ページで完結する14の小品で
構成されています。今回は、さらに新作となる小品を増やして演奏します。
オクシモロンとは、ギリシア語のoxys（鋭い）とmo-ros（愚かな）が合成され
た言葉で、〈急がば回れ〉〈永遠の一瞬〉など、両立しない言葉をわざとつ
なげて表現する修辞法のことを指します。増田は「日本の音」を出発点に

しているそれぞれの小品が、ヴァイオリンによって演奏されることも一種
のオクシモロンであると述べます。

この2つの曲は、奏者と作曲家の関係があってのもの。今回は、作曲
家と奏者に焦点をあてるため、トークゲストに演出家の山口茜を迎えま
す。ひとつの作品の完成へ向けて、作曲家と演奏家それぞれがどのよう
に考え、創作しているのでしょうか。舞台全体を演出する演出家の視点
から話を聞くことで、楽譜と脚本に共通するものや、作曲家にとっての
奏者、演出家にとっての役者という関係性が見えてくるかもしれません。
普段は表舞台に出る機会の少ない作曲家や演出家の話を聞くことも、
本公演のききどころとなることでしょう。京都で活躍する若手の作曲家と
奏者による新鮮かつ挑戦的な公演にぜひお越しください。

「（水中や暗闇から）現れてくる」という意味をもつ「Emerge（イマージュ）」。今回は、水を
イメージした曲もあり、水中から音が立ち現れてくるというイメージです。音楽シーン
に浮上する京都の若手作曲家と奏者に注目した本企画。奏者と作曲家の関係性に加
え、演出家と作曲家それぞれの立場のお話など、いろんな視点で本公演を楽しんで
みてはいかがでしょうか。 上村絵梨子（アート・コーディネーター）

Duo bel Sogno （デュオ ベル ソーニョ）

中村公俊と仁美の兄妹によるヴァイオリンデュオ。伴奏を伴
わないヴァイオリン２台だけの演奏が特筆すべき特色。2009
年以来、年2回のデュオコンサートは、兄妹ならではの美しい
ハーモニー、息の合った緻密なアンサンブル、掛け合いの面
白さを感じることができると好評を博している。従来取り上げ
られることの少なかった、古典から現代にいたるヴァイオリ
ン二重奏曲のみでプログラムを組み、その美しさや楽しさを
紹介しつつ、新作を委嘱し、新たな可能性にも挑戦している。
2013年《第23回》青山音楽賞バロックザール賞受賞。世界初
録音となるマルティヌーやオベールのデュオ曲を含んだCDを
2014年5月に発売。bel Sognoとはイタリア語で“美しい夢”。

◎トークゲスト

山口茜 （やまぐち・あかね）

劇作家、演出家。2003年第10回OMS戯曲賞大賞
受賞。2007年若手演出家コンクール2006最優秀
賞受賞。2007年〜2009年、文化庁新進芸術家海
外留学制度研修員。2012年文化庁芸術祭新人賞
受賞。2013年龍谷奨励賞受賞。近作に、神戸アー
トビレッジセンタープロデュース『カルメン』（演出／

小野寺修二、主演／片桐はいり）、瀬戸内国際芸術祭
参加 『人魚姫』（演出／小野寺修二、主演／南果歩）のテ
キスト、 トリコ・Ａ演劇公演2013『つきのないよる』
の劇作、演出など。

KAC Performing Arts Program 2013 / Music 『Emerge』
日時：	3月12日（水）開場18:30  開演19:00　 会場：講堂
出演：	Duo bel Sogno〔中村公俊、中村仁美（ヴァイオリンデュオ）〕

作曲：	増田真結　 トークゲスト：山口茜（演出家／トリコ・A主宰）
※イベント情報（P2）もご覧ください

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　………… 10:00－20:00

○カフェ………………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室… ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
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